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第76号巻頭言  ２
全内漁連開催の各会議について
　総務委員会を開催  ４
　ブロック会議・推薦委員選出協議会を開催  ４
　みんなでやるぞ内水面事業の現地調査・総合評価検討委員会
　ならびに事業報告会を開催  ５
　第１回種苗対策委員会を開催  ７
　第 18回内水面漁業の施策に関する意見交換会を開催  ８
令和６年度補助事業の実施結果報告  14
令和６年度委託事業の実施結果報告  16
内水面漁業振興議員連盟　総会  18
ワカサギふ化施設導入に関する支援制度のご案内  19

魚嫌いだった私  20
新任のごあいさつ  21
我が漁協（栃木県　那賀川南部漁協）  22
気になる研究結果（国研 水産研究・教育機構水産技術研究所）  24
内水面漁協（第 46回）  26
愛しきアユ（第 49回）  27
日光支所から  28
全国内水面漁連の新年度事務体制について  29
業務日誌  30
職員のつぶやき  31
新聞記事から  31
編集後記  31

上段：墓ノ木つかみどり大会（黒部川内水面漁協）/アユ発眼卵（庄川漁連）/モクズガニ（小矢部川漁協）
下段：神通川友釣り・熊野川サクラマス放流（富山漁協）

刊 行 物 案 内
　本会では、漁場環境の改善に係る水産庁の委託事業を受託しています。事業終了後にその結果を、報告書として取りまとめ、
漁業関係者ほか多方面に実費負担で提供しています。ご希望の方はこちらの申込方法をご覧ください。在庫がなくなり次第、
終了とさせていただきます。
※価格には送料・消費税10％が含まれています。

アユ種苗の放流の現状と課題
－琵琶湖産、人工産、海産の特性を考慮した増殖事業－

監修
農学博士　石田 力三 H14.3 2,100　

監修・編集タイトル 発行 価格 在庫

魚を取水施設に迷入させないための試み
－内水面資源利用向上対策事業報告書－

監修
愛媛大学名誉教授　水野 信彦 H13.3 1,570　

天然アユを川にたくさん遡上させるための手引き
―海産アユ種苗回帰率向上総合調査報告書―

監修
東京大学名誉教授　羽生 功 H12.6 2,620　

「身近な川と魚の調べ方」を用いた調査と
さかなに配慮した河川工事事例
－都市近郊河川漁場改善調査報告書－

監修
広島大学名誉教授　中村 中六
東京大学名誉教授　平野 礼次郎

H8.3 2,410　

魚の迷入の実態とその対策へのアプローチ
―放流稚魚等迷入防止対策事業報告書―

監修
水産環境研究所代表　石田 力三 H8.3 2,940　

農業水利施設の魚道整備の手引き 編者
農業水利施設魚道整備検討委員会 H6.3 2,100

汽水域資源の有効利用をめざして
―汽水域総合開発利用調査報告書―

監修
東京大学名誉教授　日比谷 京 H6.3 1,890　

ブラックバスとブルーギルのすべて
―外来魚対策検討委託事業報告書―

監修
東京大学名誉教授　羽生 功 H4.3 3,150

　魚を育む豊かな流れ
―河川生物資源保全流量調査報告書―

監修
東京大学名誉教授　日比谷 京 H1.3 2,410

少

少

少

少

【申込方法】
　お申し込みは、申込書をＨＰ上でダウンロードして印刷し、必要事
項をご記入の上、FAX、郵送または電子メールにてお送りください。
お支払いは、現金書留 、または銀行振込にて先払いでお願いしてい
ます。入金が確認出来次第、お届けいたします。
●郵便の場合
　現金と申込書を同封の上、現金書留にて本会事務局までお申し込
　みください。
●銀行振込の場合
申込書をファックスまたはお電話、電子メールにてお届けください。
折り返し振込先をお伝えします。

【申し込み先】

全国内水面漁業協同組合連合会

〒101-0044
東京都千代田区鍛冶町1丁目10-4
丸石ビル４階
TEL: 03-6260-9595 
FAX: 03-5296-2030
E-mail: zennaigyoren@naisuimen.or.jp
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者
の
満
足
は
高
く
、今
後
、漁
協
に
よ
る
収
益

活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。

宮
城
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会　

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

高
山
遼
輝

　

理
事　
　
　
　
　
　
　

高
橋
義
雄

　

江
合
川
漁
協
参
事　
　

佐
藤　

正　

　

大
崎
市
を
流
れ
る
江
合
川
と
そ
の
上
流
部

の
荒
雄
川
に
お
い
て
、「
企
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
試
行
」
と
し
て
漁
協
関
係
者
と
流
域
に

あ
る
民
間
企
業
関
係
者
が
参
加
し
て
ヤ
マ
メ

の
親
魚
の
放
流
を
実
施
し
ま
し
た
。流
域
地

域
住
民
へ
漁
協
の
役
割
や
存
在
意
義
を
理
解

し
て
も
ら
う
機
会
で
あ
り
、か
つ
県
内
漁
協
の

抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
一
方
策
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

長
野
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

藤
池
俊
太

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
知

識
を
生
か
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
遊
漁
券
で
得
ら
れ
た
デ

ー
タ
と
各
種
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
組
合
せ
て

遊
漁
者
動
向
や
県
内
漁
場
の
利
用
状
況
を
解

析
・
可
視
化
す
る
取
組
や
、釣
り
場
マ
ッ
プ
の

制
作
、Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

Ｓ
等
の
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
・
活
用
し

て
、
漁
協
関
係
者
間
で
の
円
滑
な
情
報
共
有

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
内
部
体
制
を
強

化
し
ま
し
た
。

栃
木
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

田
邊
宣
久

　
「
企
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
行
」と
し
て
、

首
都
圏
や
地
元
企
業
関
係
者
の
参
加
を
得

て
、県
内
２
漁
協
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
者
の
漁
協
活
動
へ
の
参
加
の
き

っ
か
け
と
し
て「
と
ち
ぎ
の
川
を
元
気
に
す
る

に
は
」を
テ
ー
マ
に
、
漁
協
の
抱
え
る
諸
問
題

に
対
し
、
若
者
の
柔
軟
な
思
考
で
の
意
見
出

し
を
し
て
も
ら
う「
や
っ
た
ら
い
い
の
に
協
議

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。内
水
面
漁
業
や
漁
協

に
つ
い
て
の
勉
強
会
か
ら
始
ま
り
、ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
漁
協
関
係
者
と
意
見
交
換

を
経
て
、
３
回
目
に
は
参
加
し
た
学
生
諸
氏

よ
り
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

和
歌
山
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

佐
古　

充

　

従
来
か
ら
和
歌
山
県
内
水
面
漁
連
が
企

画
運
営
し
て
い
た
「
わ
か
や
ま
友
釣
り
塾
」
を

中
核
と
し
て
、
遊
漁
者
人
口
の
増
加
を
目
的

と
し
た
取
組
を
行
い
ま
し
た
。友
釣
り
塾
は

今
年
も
活
況
を
呈
し
、
多
く
の
新
ア
ユ
釣
り

師
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。塾
生

の
一
部
は
企
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し

た
、ア
ユ
の
人
工
産
卵
場
で
あ
る
紀
ノ
川
大
堰

人
工
河
川
式
魚
道
の
清
掃
に
も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、
遊
漁
券
の
解
析
や
、
遊
漁
者
に

向
け
た
Ｈ
Ｐ
で
の
情
報
発
信
も
積
極
的
に
行

い
、こ
れ
ら
の
情
報
は
漁
連
が
主
催
し
た
漁
協

役
職
員
研
修
会
で
も
共
有
し
、関
係
者
、遊
漁

者
、一
般
人
も
含
め
た「
み
ん
な
で
や
る
ぞ
」体

制
の
醸
成
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

三
重
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

齊
藤
宏
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
海
佑
太

　

漁
協
の
抱
え
る
共
通
の
問
題
と
し
て
、
ヒ

ト
、モ
ノ
、カ
ネ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。三
重
県

内
漁
連
で
は
こ
れ
ら
の
解
決
の
た
め
、コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
と
理
事
会
下
部
組
織
と

し
て
小
委
員
会
を
設
置
し
て
「
み
ん
な
で
や

る
」組
織
作
り
を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、ゾ
ー
ニ

ン
グ
の
推
進
と
し
て
、
鮎
ル
ア
ー
に
注
目
し
、

県
内
全
漁
協
と
鮎
ル
ア
ー
導
入
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
て
、
導
入
済
み
の
漁
協
の
ほ

か
、
準
備
段
階
の
漁
協
も
多
数
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、
釣
り
人
増
加
を
目
的

に
、「
わ
か
や
ま
友
釣
り
塾
」に
習
い「
三
重
鮎

ル
ア
ー
塾
」を
開
催
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、情
報

発
信
を
強
化
す
る
た
め
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
開
設
し
、

写
真
・
動
画
を
積
極
的
に
投
稿
・
配
信
す
る

と
と
も
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
大
阪
に
お

い
て
、
三
重
で
の
鮎
ル
ア
ー
を
大
々
的
に
宣

伝
し
、
鮎
ル
ア
ー
に
よ
る
新
規
遊
漁
者
獲
得
・

県
内
河
川
遊
漁
者
の
増
加
を
働
き
か
け
ま
し

た
。

山
形
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー･

参
事　

桂　

和
彦

　

山
形
県
内
漁
連
は
３
つ
の
課
題
に
つ
い
て

取
り
組
み
ま
し
た
。《
組
合
員
賦
課
金
等
徴

収
の
負
担
軽
減
》で
は
、
従
来
、
漁
協
の
総
代

等
が
対
面
で
徴
収
し
て
い
た
賦
課
金
等
を
、

電
子
決
済
に
切
り
替
え
て
省
力
化
を
図
る
こ

と
。次
に
《
Ｉ
Ｃ
Ｔ
遊
漁
シ
ス
テ
ム
の
活
用
と

機
能
追
加
に
よ
り
全
漁
協
の
情
報
整
理
・
漁

場
マ
ッ
プ
作
成
》で
は
、
県
内
全
漁
協
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
遊
漁
券
が
導
入
さ
れ
、シ
ス
テ
ム
を
よ
り
活

用
し
て
漁
場
運
営
に
生
か
す
た
め
、
遊
漁
券

（
電
子
・
紙
）販
売
デ
ー
タ
の
解
析
と
、漁
連
と

漁
協
間
の
連
絡
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
を

導
入
し
、河
川
マ
ッ
プ
制
作
や
遊
漁
者
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
案
作
成
等
、県
内
で
統
一
的
に
行
う

作
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。以
上
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
遊
漁
券
運
営
企
業
の
協
力
を
受
け
て
実

施
し
ま
し
た
。県
独
自
の
取
組
の《
県
の
魚「
サ

ク
ラ
マ
ス
」の
漁
場
管
理
と
遊
漁
振
興
》で
は
、

標
識
魚
放
流
か
ら
効
果
評
価
に
必
要
な
釣
果

情
報
収
集
に
関
す
る
方
法
、手
順
、対
応
を
整

え
ま
し
た
。

米
代
川
サ
ク
ラ
マ
ス
協
議
会

　

会
長　
　
　
　
　
　
　

湊
屋
啓
二

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

田
中
俊
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
宮
幸
博

　

近
年
、
秋
田
県
で
は
熊
の
出
没
や
水
難
事

故
が
多
発
し
て
お
り
、
安
心
し
て
釣
り
を
行

え
る
状
況
で
は
な
い
。そ
こ
で
、「
Ｓ
Ｋ
Ｙ
大
作

戦
」と
銘
打
ち
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
遊
漁

者
の
安
全
確
保
と
環
境
整
備
を
行
う
体
制
を

整
え
ま
し
た
。ま
た
、
監
視
業
務
の
負
担
軽
減

に
よ
り
持
続
可
能
な
遊
漁
環
境
の
構
築
を
目

的
と
し
て
、
遊
漁
券
購
入
者
の
識
別
管
理
方

法
を
検
討
し
て
監
視
活
動
に
も
応
用
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
ド
ロ
ー
ン
監
視
を
行
う
に
あ
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
実
現
す
べ
く
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、流
域
の
警
察
・

消
防
署
、行
政
機
関
に
趣
旨
説
明
を
行
い
、円

滑
に
事
業
が
で
き
る
よ
う
協
力
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

　

な
お
、事
業
報
告
会
の
内
容
は
、事
業
報
告

会
の
講
演
録
と
し
て
冊
子
に
と
り
ま
と
め
、３

月
末
に
は
各
漁
連
へ
発
送
し
ま
し
た
。デ
ー
タ

や
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
は
、共
同
で
事

業
を
実
施
し
て
い
る（
公
社
）日
本
水
産
資
源

保
護
協
会
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
ま
す
の
で
、ご
活

用
く
だ
さ
い
。

第
１
回
種
苗
対
策
委
員
会
を
開
催

　

１
月
23
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
丸
石
ビ

ル
に
お
い
て
、
標
記
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
琵
琶
湖
産

河
川
放
流
用
ア
ユ
配
付
事
業
の
結
果
報
告
、

７
年
度
の
琵
琶
湖
産
河
川
放
流
用
ア
ユ
配
付

事
業
の
方
針
、
放
流
用
種
苗
の
供
給
体
制
に

つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
種
苗
対
策
委
員
会
か
ら
・
湊
屋

啓
二
委
員
（
秋
田
県
）・
萩
原
剛
委
員
（
山
梨

県
）・
八
田
伸
一
委
員（
石
川
県
）・
佐
野
昇
委

員
（
滋
賀
河
川
）の
ほ
か
、
滋
賀
県
か
ら
農
政

水
産
部
水
産
課
の
上
垣
雅
史
主
幹
・
水
産
試

験
場
の
太
田
滋
規
主
任
専
門
員
、
出
荷
者
代

表
と
し
て
滋
賀
県
淡
水
養
殖
漁
業
協
同
組
合

よ
り
木
村
泰
造
代
表
理
事
組
合
長
、
事
務
局

か
ら
中
奥
龍
也
専
務
理
事
他
２
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

皆
川
雄
二
委
員
長（
新
潟
県
）が
理
事
辞
職

し
た
こ
と
に
伴
い
、八
田
委
員
を
委
員
長
に
選

出
し
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。全
内
事
務
局

か
ら
は
、
６
年
度
の
琵
琶
湖
産
河
川
放
流
用

ア
ユ
配
付
事
業
結
果
の
概
略
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

滋
賀
県
農
政
水
産
部
水
産
課
か
ら
は
、
琵

琶
湖
の
資
源
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。昨
年
の
12
月
分
の
累
積
漁
獲
量
は
注

文
量
の
半
分
以
下
と
な
り
１
月
も
漁
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
た
。こ
れ
は
河
川
の
水
温
が
、

産
卵
時
期
の
秋
に
産
卵
適
水
温
ま
で
下
が
ら

な
か
っ
た
た
め
、特
に
12
月
の
漁
獲
に
貢
献
す

る
９
月
中
旬
以
前
の
産
卵
数
が
少
な
か
っ
た

と
推
測
し
て
い
る
。な
お
、
今
後
の
資
源
量
は

注
視
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
産
卵
用
人
工

河
川
の
運
用
は
順
調
に
推
移
し
例
年
よ
り
多

い
52
・
１
億
尾
の
仔
魚
が
琵
琶
湖
に
流
下
し

て
い
る
こ
と
や
、10
月
生
ま
れ
の
ア
ユ
は
昨
シ

ー
ズ
ン
よ
り
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
順
調
に
推
移
す
れ
ば
春
か
ら
の
漁
獲
は

昨
シ
ー
ズ
ン
を
上
回
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
琵
琶
湖
産
河
川
放
流
用
ア

ユ
の
標
準
価
格
に
つ
い
て
は
、供
給
元
の
滋
賀

県
淡
水
養
殖
漁
業
協
同
組
合
よ
り
令
和
６
年

度
と
同
額
で
の
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

近
年
、
琵
琶
湖
に
お
け
る
稚
鮎
の
採
捕
状

況
が
不
安
定
で
あ
り
、
令
和
６
年
の
12
月
の

漁
獲
が
少
な
い
こ
と
か
ら
特
に
４
月
か
ら
５

月
初
旬
ま
で
の
早
期
放
流
分
購
入
の
漁
協
に

お
い
て
は
、納
品
時
期
等
に
つ
い
て
生
産
業
者

と
の
連
絡
を
密
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。引
き
続
き
、
皆
様
の
増
殖
活
動
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
無
い
よ
う
、
供
給

側
と
連
絡
を
密
に
し
、
配
布
事
業
を
進
め
て

参
り
ま
す
。何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
種
苗
を
購
入
す
る
漁
協
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
特
に
冷
水
病
等
の
防
疫
対
策
に

つ
い
て
十
分
確
認
す
る
と
と
も
に
、生
産
者
か

ら
必
ず
来
歴
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
、
各
都

道
府
県
の
水
産
試
験
研
究
機
関
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

表 令和７年度　琵琶湖産河川放流用アユ種苗標準価格

月・期間  

３月下旬 4,730 円 （4,300 円）

４月  4,730 円 （4,300 円）

５月  
上旬 4,587 円 （4,170 円）

下旬 4,235 円 （3,850 円）

６月  上旬 3,795 円 （3,450 円）

６月下旬 

７月・８月 
3,685 円 （3,350 円）

１kg当たり税込み単価 円（魚価）
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組
合
員
ら
の
悩
み

　

近
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

お
よ
び
西
ア
ジ
ア
原

産
の
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ

ウ
ト
（
写
真
１
）
が
日

本
の
河
川
に
侵
入
し
、

も
と
も
と
生
息
し
て

い
た
イ
ワ
ナ
（
ア
メ
マ

ス
を
含
む
）
が
食
べ
ら

れ
た
り
、
縄
張
り
争
い

に
負
け
る
こ
と
で
、
ブ

ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が

生
息
地
を
占
拠
し
て

し
ま
う
例
が
日
本
各

地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。内
水
面
漁
業
協
同
組
合（
以
下
、
漁
協

と
す
る
）が
管
理
す
る
川
や
湖
で
は
、釣
り
券
の
収
入
を
も
と
に

魚
の
増
殖
（
放
流
な
ど
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。私
が
長
年
調
査
し

て
い
る
河
川
で
も
漁
協
組
合
員
ら
に
よ
り
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
の

放
流
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
増
加
す
る
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
の

影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
た
。も
し
も
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
の
影

響
で
放
流
の
効
果
が
低
く
な
る
と
、
釣
り
人
が
支
払
う
お
金
が

無
駄
に
な
る
ば
か
り
か
、
組
合
員
の
努
力
も
報
わ
れ
ず
二
重
の

悲
し
み
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
。毎
年
12
月
中
旬
に
組
合
員
ら

と
極
寒
の
川
で「
頼
む
か
ら
増
え
て
く
れ
…
」と
震
え
な
が
ら
イ

ワ
ナ
の
卵
を
川
底
へ
放
流（
写
真
２
）し
て
き
た
著
者
に
と
っ
て

「
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
い
る
川
に
イ
ワ
ナ
を
放
流
す
る
と
ど

う
な
る
の
か
？
」
は
、
ま
さ
に
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。そ
こ
で

著
者
は
漁
協
組
合
員
や
釣
り
人
ら
と
協
力
し
て
、
こ
の
疑
問
を

解
決
す
べ
く
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
数
多
く
生
息
す
る
河
川
区

域
に
イ
ワ
ナ
稚
魚
を
放
流
し
、
約
１
年
後
の
生
き
残
り
を
調
査

し
た（
写
真
３
）。

放
流
イ
ワ
ナ
は
生
き
残
れ
な
い
？

　

調
査
の
結
果
、
約
１
年
後
ま
で
生
き
残
れ
た
イ
ワ
ナ
は
ほ
と

ん
ど
確
認
さ
れ
ず
、
０
個
体
の
場
合
す
ら
あ
っ
た
。し
か
し
、
こ

の
結
果
だ
け
で
は
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
原
因
な
の
か
は
わ
か

ら
な
い
。な
ぜ
な
ら
ば
、
放
流
イ
ワ
ナ
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と

人
間
が
管
理
す
る
池
の
中
で
敵
に
襲
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
決
ま

っ
た
時
間
に
な
れ
ば
沢
山
の
餌
を
も
ら
え
る
環
境
で
ぬ
く
ぬ
く

と
育
て
ら
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、
川
に
放
た
れ
て
も
自
然
の
餌

を
う
ま
く
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
鳥
等
の
外
敵
に
狙
わ
れ
る

な
ど
、
自
然
環
境
に
適
応
で
き
ず
死
ん
で
し
ま
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。イ
ワ
ナ
が
生
き
残
れ
な
か
っ
た
原
因
が
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ

ウ
ト
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ

ト
が
い
な
い（
少
な
い
）環
境
で
放
流
イ
ワ
ナ
た
ち
が
し
っ
か
り

と
生
き
残
れ
る
こ
と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た

め
次
は
、
同
区
域
に
生
息
し
て
い
た
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
を
除

去
し
て
、前
回
と
同
数
の
イ
ワ
ナ
稚
魚
を
放
流
し
た
。

イ
ワ
ナ
釣
り
場
の
復
活
！

　

除
去
と
放
流
か
ら
１
年
後
、
同
区
域
で
は
１
２
０
個
体
以
上

も
の
立
派
に
育
っ
た
イ
ワ
ナ
放
流
魚
た
ち（
写
真
４
）が
確
認
さ

れ
、放
流
の
効
果
が
10
倍
以
上
に
跳
ね
上
が
っ
た
。イ
ワ
ナ
を
捕

獲
す
る
た
び
に「
ヤ
ッ
タ
ー
！
」「
よ
っ
し
ゃ
あ
！
」と
歓
声
を
あ

げ
て
イ
ワ
ナ
と
の
再
会
を
喜
ぶ
調
査
員
た
ち
の
笑
顔
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。し
か
も
調
査
区
域
に
生
息
す
る
全
て
の
魚
の

総
数
や
総
重
量
を
み
る
と
、
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
を
除
去
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
除
去
前
と
比
べ
て
大
き
な
変
化
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。こ
れ
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
の
除
去
に
よ
っ
て

未
利
用
と
な
っ
た
空
間
や
餌
を
放
流
イ
ワ
ナ
た
ち
が
有
効
に
利

用
し
、成
長
と
生
き
残
り
が
高
ま
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。放

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
　

水
産
技
術
研
究
所
　
沿
岸
生
態
シ
ス
テ
ム
部
　
内
水
面
グ
ル
ー
プ　
　
宮
本 

幸
太

　
　
　
　

気
に
な
る
研
究
結
果

気
に
な
る
研
究
結
果

イ
ワ
ナ
が
増
え
た
っ
！
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
対
策
で
釣
り
場
づ
く
り

写真 1.　ブラウントラウト

写真 2．真冬の川で卵放流

写真 3．魚類の捕獲調査の様子

流
時
に
７
㎝
程
度
で
あ
っ
た
イ
ワ
ナ
た
ち
の
平
均
全
長
は
、
１

年
後
に
15
㎝
（
栃
木
県
で
は
持
ち
帰
り
が
可
能
と
な
る
体
長
）

を
超
え
て
い
た
。そ
れ
ば
か
り
か
、
15
㎝
以
上
の
魚
の
数
は
除
去

前
の
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
よ
り
除
去
後
の
イ
ワ
ナ
の
ほ
う
が
多

く
、釣
り
の
対
象
魚
を
増
や
す
面
で
も
除
去
は
有
効
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
イ
ワ
ナ
の
放
流

効
果
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
、
除
去（
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
）＋
放

流（
イ
ワ
ナ
）に
よ
り
イ
ワ
ナ
釣
り
場
を
復
元
で
き
る
と
考
え
ら

れ
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
対
策
の
コ
ツ

　

一
般
的
に
除
去
に
よ
り
魚
の
数
が
減
る
と
、
生
き
残
っ
た
り
、

新
し
く
加
入（
他
の
場
所
か
ら
移
動
、ま
た
は
卵
か
ら
生
ま
れ
る

な
ど
）
し
た
外
来
魚
は
、
豊
富
な
餌
や
空
間
を
独
り
占
め
で
き

る
た
め
、稚
魚
の
生
き
残
り
が
良
く
な
っ
た
り
、雌
が
大
き
く
成

長
し
て
沢
山
の
卵
を
生
む
こ
と
で
個
体
数
を
元
の
状
態
に
戻
そ

う
と
す
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
外
来
魚
駆
除
で
は
思
う
よ
う
な
成

果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
世
界
中
で
実
施
さ
れ
る
取
り

組
み
の
う
ち
、
約
半
数
近
く
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
の
報
告
も

あ
る
。本
実
験
で
イ
ワ
ナ
釣
り
場
を
復
活
で
き
た
の
は
、①
区
域

内
で
何
度
も
除
去
作
業
を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ

ウ
ト
の
捕
り
残
し
を
で
き
る
限
り
少
な
く
で
き
た
こ
と
、
②
放

流
イ
ワ
ナ
た
ち
が
除
去
後
す
ぐ
に
餌
や
空
間
を
利
用
し
た
こ

と
で
、
生
き
残
っ
た
り
新
し
く
加
入
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト

の
餌
や
空
間
の
利
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
こ
れ
ら

二
点
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。魚
を
除
去
す
れ
ば
問
題
解

決
！
と
簡
単
に
考
え
て
し
ま
う
が
、
繰
り
返
し
の
除
去
作
業
や

放
流
と
い
っ
た
極
め
て
地
味
で
時
間
の
か
か
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

が
イ
ワ
ナ
釣
り
場
の
復
活
へ
と
導
い
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

今
回
は
外
来
魚
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
に
つ
い
て
注
目
し
た

が
、た
と
え
在
来
種
で
あ
っ
て
も
野
生
の
渓
流
魚（
イ
ワ
ナ
や
ヤ

マ
メ
・
ア
マ
ゴ
）
が
生
息
す
る
区
域
に
同
種
の
魚
を
放
流
す
る

と
同
じ
こ
と
が
起
こ
り
う
る
。こ
の
場
合
、魚
の
種
類
は
変
わ
ら

な
い
の
で
一
見
す
る
と
魚
た
ち
に
何
ら
変
化
は
無
い
よ
う
に
見

え
る
。し
か
し
、
同
種
内
で
も
餌
や
空
間
の
奪
い
合
い
が
生
じ
る

た
め
、
魚
の
生
き
残
り
が
悪
く
な
り
非
効
率
的
な
放
流
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
。一
方
、
釣
り
に
よ
っ
て
沢
山
の
魚
が
持
ち
帰
ら
れ

て
し
ま
う
川
で
は
、
放
流
を
行
わ
な
け
れ
ば
釣
り
場
と
し
て
成

立
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

釣
り
場
づ
く
り
を
考
え
る

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
筆
者
は
釣
り
場
づ
く
り
で
最
も
大
切

な
こ
と
は
「
川
と
魚
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
」
と
考
え
る
。川

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、様
々
な
方
法
が
あ
る
が
、定
め

ら
れ
た
日
数
を
水
産
物
の
採
捕
に
費
や
し
て
い
る
漁
協
組
合

員
で
あ
れ
ば
、
数
名
が
集
ま
り
釣
果
を
記
録
す
る
だ
け
で
、
川

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
釣
獲
日
誌
が
作
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。私
の
知
る
限
り
、
漁
協
組
合
員
に
は
、
釣
り
の
腕
や

経
験
が
「
達
人
レ
ベ
ル
」
の
方
々
が
多
く
所
属
し
て
い
る
。そ
う

い
っ
た
達
人
た
ち
が
協
力
す
れ
ば
、
研
究
者
が
驚
く
ほ
ど
精
度

の
高
い
記
録
を
残
す
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。実
際
、私
が
調
査
す

る
河
川
で
は
、
５
名
の
地
元
釣
り
人
や
組
合
員
ら
が
協
力
し
て

作
成
し
た
釣
獲
日
誌
の
結
果
が
、
釣
り
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
３
５
０
名
程
度
）の
結
果
と
同
様
の
傾
向
を
示
す
こ
と
が
わ
か

り
、
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
の
分
布
状
況
を
調
査
す
る
際
に
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が
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。
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